
社団法人 日本ジュニアヨットクラブ連盟 

平成２２年度第一回通常総会議事録 
 

 

 

       日 時  平成２２年６月１４日（月）１８時００分～１９時１０分 

       場 所  東京都中央区京橋区民館 会議室 

            東京都中央区京橋２ー６ー７  

 

１．定 足 数 の 確 認 

出席会員１４名、委任状３５名、合計４９名。従って正会員現在数８０名の２分の１

を超えて第２８条（総会成立）の定足数に達しており、本総会の成立を確認した。 

 

２．開 会 の 挨 拶  佐藤精知夫副会長 

石原会長が公務の為欠席となったので、会長代行の佐藤精知夫副会長が開会の挨拶を行っ

た。 

  

３．来 賓 の 祝 辞 

(１)（財）Ｂ＆Ｇ財団 総合推進チーム部長遠藤卓男氏 

  ・ ２月総会ではＢ＆Ｇ財団会議室をご利用頂き感謝しておりますが、今回は当方の

都合でご使用頂けず申し訳ありません。広渡専務が出席予定でしたが評議委員会

と重複してしまい代理でご挨拶の代読をさせて頂きます。 

・ 全国の海洋センターでジュニアヨットクラブの皆さんにはお世話になっておりお

礼申し上げます。貴連盟は青少年の育成に努力されており、５月オープン大会も

３０回を迎えられた由、Ｂ＆Ｇ海洋センターからも多数参加させて頂いています。 

このような発展は石原会長のご指導の賜物と思います。 

・ 水の事故が多いのでＪＳＡＦも含む関係７団体で「ウォーターセーフティーニッ

ポン」を３月に立ち上げ、水の事故ゼロ運動推進活動を進めている。パンフレッ

トを配布させて頂くのでご理解、ご協力下さい 

（２）(財)日本セーリング連盟、副会長河野博文氏   

  ・ ＪＳＡＦの現況を説明してご挨拶に代えたい。財政状況が厳しいので、皆さんの

ご理解を得て、会費値上げを実施した。会員の更なる減少を心配したが、減少傾

向は弱まった。若い人が増えないと日本のセーリング界の活性化が出来ないので、

ＪＪＹＵのご協力をお願いします。 

・ 外洋関係では沖縄レースが復活した。ＪＳＡＦはディンギーからキールボートま

でシームレスに活動をカバーしたい。 

・ 貴連盟の青山さんにはＪＳＡＦジュニアアカデミー副委員長をお願いしている。

この活動は昨年から始めれ全国のジュニアクラブにオリンピック選手等プロのコ

ーチを派遣して開催している。予算もまだあるので是非申し込みをして欲しい。 

   

 



４．議 長 選 出       

定款第２６条により会長が議長となるところ、本日は公務で欠席の為、定款第１４条の２

により、佐藤精知夫副会長が議長に選出された。 

 

５．議 事 録 署 名 人 選 出 

定款第３０条による議事録署名人選出は議長一任の議決により、以下の２名が議長より推

薦され全会一致で選出された。 

     瀧川 宗一氏（江東ジュニアヨットクラブ代表者） 

  中川 二朗氏（横浜ジュニアヨットクラブ代表者、（社）日本ジュニアヨッ 

トクラブ連盟理事） 

           

６．議  案 審 議 

１）第一号議案 平成２１年度事業報告書(案)承認の件  

            伊藤専務理事より配布資料に沿って平成２１年度事業報告書(案)の説明を行った。 

 

今年の２月の総会の時に中間事業報告として説明した内容と基本的には同じで、その

時点では予定であったものの、それ以降に実施した行事（指導者研修会、安全講習会、

ジャパンボートショー２０１０出展）の箇所を変更した。 

オープン大会は東日本地区は山中湖、西日本地区は広島県広島観音マリーナで行いま

したが、毎年佐賀県唐津で行われるＪＳＡＦ主催のユース大会、ジュニアオリンピッ

ク大会と今年も重なり西日本地区大会にはシーホッパー級ＳＲとミニホッパー級が１

隻も参加しないＯＰ級だけの大会でした。又昨年に続き、同時期にＯＰ級九州大会が

開催されたこともＯＰ級の参加数減になったと考えられます。 

若洲の全国大会では、２０１６年夏季オリンピックを東京へ招致しようという東京都、

(財)日本セーリング連盟の招致活動に協力して、海外チーム８カ国を招聘して、成功

裏に終了し、外国チームに評価は大変高かったが、ＩＯＣ総会には実りませんでした。 

 

その後、議長より第一号議案の承認を求めたところ、全会一致で承認可決された。 

     

２）第二号議案 平成２１年度財務諸表(案) 

伊藤専務理事より配布資料に沿い平成２１年度財務諸表 (案)について説明を行った。 

 

一般会計と大会別の３つの特別会計とに分かれており、特別会計は２月の通常総会で

既に終了していたので説明済みです。 

一般会計は収入、支出の項目別には収支予算書と差異が出た項目もあったものの、ほ

ぼ収支トントンでした。 

 

以上の説明後に、議長の要請によって、大房監事より監査報告があった。 

「５月２１日に石崎、大房両監事により監査を行い、財務諸表の通り、極めて適切に

処理されており、法人の収支状況、財産状況を正しく示している。又、理事の職務執



行に関しても不正、法令・定款違反の事実はない」と報告された。 

 

その後、議長より第二号議案の承認を求めたところ、全会一致で承認可決された。 

 

    議長は、以上をもって平成２２年度第一回通常総会の議案の審議は全て終了したので、 

    １９時１０分閉会を宣言した。 

 

 

７．報 告 事 項 

   （１） 第３０回日本少年少女オープンヨット大会について： 

  大会実行委員長の熊川 博連盟委員より、実施報告が行われた。 

今年は、東日本、西日本合同の全国大会として、ジュニアヨット発祥の地、江の

島ヨットハーバーで開催、１０７名の参加で、好天に恵まれ良い大会でした。 

新しい試みとして、大会初日はトライアルレースではなく、「セーリング・ピク

ニック」という趣向で、参加の所属クラブに関係なく混成の１０チームに分かれ

て、江の島から烏帽子岩まで往復し、途中で伴走艇から弁当や飲物を受け取り、

昼食を海上で食べるという大会初日の催しは、大変に楽しく評判が良かった。 

開会式後の交流会もこのチーム別にテーブルを囲んでスタートし、クイズなどで

楽しんで、友達が広がったという評価を得た。 

天候と風にも恵まれ、運営もスムーズでレースが早めに終わったので、水族館に

行ったり、展望台に上ったりという自由時間が取れて皆さん楽しめたと喜んでい

ました。 

 

（２） ジュニアヨット・クリーンエコセーリング大会２０１０（中海・宍道湖ラムサー 

ル条約記念全国大会）について 

        ６月１２日(土)～１３日(日)鳥取県米子市で開催され、地元で中心となって運営 

した内藤理事が直後の行事等で総会に出席できないので、大会に出張して運営に 

当たった中根理事から報告があった。 

５年前に中海・宍道湖がラムサール条約湿地に登録されて、翌年から鳥取県、島 

根県両県民（４市１町）が一斉清掃活動を毎年６月第２日曜日に行うというので、 

その時に合わせて子供たちも清掃活動に参加してヨット大会を開催しようという 

企画の新しい大会で、鳥取、島根両県、米子、松江両市等も後援して頂けるとい 

うことで、環境省も文部科学省も後援して大臣賞が頂けることになった。 

初めての大会ということと、北信越大会等他の大会と日程が重なったり、他の大 

会と２週続きになった等の理由で参加選手は少なかったが、指導者や運営の方、 

米子市役所の皆さん等協力者が多数で、島根県知事夫妻、鳥取県副知事、米子市 

長もレースを観戦、閉会式にも出席し、賑やかな大会となり成功であった。 

初日は好天と風に恵まれ５レースを実施、２日目の朝は、両県の一斉清掃活動の 

開始の式典に子供たち、指導者、役員も参加し、それから海岸の清掃を行い、途 

中からレース会場に戻ってレースを再開し２レース実施し合計で予定の７レース 



を完了する事が出来た。 

来年は宍道湖(松江市)で開催予定で、子供たちを集める工夫を考えたい。 

 

    （３） 国際交流日本ジュニアヨットクラブ競技会２０１０(東京大会)について 

             東京都セーリング連盟副理事長落合光博氏より、既に５月２５日申込書を各クラ

ブに発送済みであること、式典会場は２００７年大会と同じマリナーズコートで

外国チームもここに泊めて会場への送迎はホテルのバスで出来ること、他の宿泊

施設は海員会館が新築され割安で宿泊できるなどの準備状況の説明が行われた｡ 

              

小野常務理事より例年通りスポーツ振興基金助成が受けられることと、東京都か

らも(財)東京都スポーツ文化事業団を通じて補助金が受けられる旨報告された。 

８．閉 会 

司会進行の吉村事務局長よりこれで総会での報告事項が終了したことが案内された。 

最後に、佐藤副会長より閉会の挨拶があり、散会した。 

 

（９時１０分に終了する。） 

  

 

上記の決議を明確にするため、議長及び議事録署名人は記名、押印する。 

   

平成２２年６月１４日  

 

議  長 

東京都杉並区本天沼３－２３－２ 

   佐藤 精知夫   （ 印 ） 

                 

 

議事録署名人 

 東京都江東区南砂１－５－３０－１３１５ 

   瀧川 宗一   （ 印 ） 

（江東区ヨット連盟ジュニアヨットクラブ代表者） 

 

          

議事録署名人 

 横浜市旭区市沢町９４６－３０ Ｂ－２２ 

    中川 二朗    （ 印 ） 

  （横浜ジュニアヨットクラブ代表者、 

社団法人日本ジュニアヨットクラブ連盟理事） 

 

                             


